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明治末期の洋画壇にあたかも彗星のように登場し、「海の幸」「わだつみのいろこの宮」などの
浪漫的作品を残して「蠱惑的画家」の名をほしいままにした青木繁は、明治四十四年の春、二
十八歳で放浪と貧寒のうちに夭折した。自分自身ですらどうすることもできない豊富な創造力と、
内面からあふれる詩情を抱いて、不本意な環境と現実の巷を彷徨した彼の作品は、見る者を美
の彼岸の世界へ導く。彼の生涯が未完成であったように、彼の芸術作品の多くもまた未完である。
しかしその作品はみじんの破綻もなく、すぐれた詩情をもつ。彼の詩歌、随想、画論、書簡を
収載した全文集であり、資料写真を多数配し、河北倫明氏による解説、年譜を付した。新発見
の資料及び同時代の青木の知友たちによる回想を増補した決定版。

海の幸　石橋美術館蔵

か　しょう そう　ぞう



日本近代絵画史に不滅の名作を生んだ青木繁の遺した画論、随想、
書簡、日記を収めた全文集である。一芸術家青木繁の芸術の深さと
人間像を理解するための道標として貴重な文献であるとともに、美
術史、文化史の重要な資料である。
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松岡壽研究
青木　茂・歌田眞介 編 

Ａ５判上製函入 本文480頁 定価 （本体12,000円＋税）
明治初期洋画家として近代日本美術史上に位置付けられてきた松
岡壽は、美術教育者として、中でも図案・デザイン教育の先駆者とし
て今日新たな位置付けがなされている。本書は、松岡所蔵の美術資
料や著作物、イタリア留学時代を含む日記類、気鋭の研究者による
論文から松岡の足跡を検証する。

木村荘八日記〔明治篇〕
東京文化財研究所・小杉放庵美術館編 

Ａ５判上製函入 本文480頁 定価 （本体12,000円＋税） 
木村荘八は岸田劉生らとヒュウザン会、草土社、春陽会と活動を共
にし、大正、昭和期の画壇に大きな足跡を遺した。彼の遺した詳細
な日記のうち、多感な青年期の日記（明治44年から大正2年）を、詳
細な註を付し、研究論文8編によって多角的に論じた資料研究を公
刊する。
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青
木
繁
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う
画
家
が
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日
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さ
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術
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氏
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略
）し
か
し
な
が
ら
、本
書
は
、新
装
版
と
し
て
、昭
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て
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的
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さ
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ず
か
で
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る
が
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究
者
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っ
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木
の
著
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な
ど
が
新
資
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し
て
発
見
さ
れ
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き
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。（中
略
）本
書
も
、河
北
氏
の
編
ま
れ
た
内
容
を
尊
重
し
つ
つ
、新
出
の
資
料
を
加

え
、増
補
版
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。


